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ビジネスに役立つエッセンス。

関 根 紳 仁
せき    ね　 のぶ   ひと

政経社会環境ラボ代表

た仕事をしているでしょうか。
次に、秋田県製造業の付加価値生産性の図を見てくださ

い（図３）。これは2009年3月に県総合政策課が発表した
「秋田の長期展望」に含まれています。元のデータが2005
年の工業統計ですが、大まかなイメージは今でも変わって
いません。それぞれの製造業の従業員数を横軸にとり、一
人あたりの付加価値額を縦軸にとっています。だから、そ
れぞれの業種ごとの面積はその業種の総生産額に相当し
ます。秋田県のリーディング産業が電子部品・デバイス製
造業であることが分かります。さて、皆さんの会社はどの
業種に当てはまるでしょうか。

秋田県は一人当たりの付加価値額が全国最低レベルに
あることはご存知だと思います。なぜでしょうか。お分か

変化したものが生き残る

米国ハーバード大学のマイケル・E・ポーター教授が
1985年に発表したバリューチェーンモデル（図１）はご
存知のかたもいると思います。物が生産され価値が付加
され顧客に届くまでの流れを解析した図です。現在は、消
費した後の廃棄・保管も気にしなければなりませんから、
いわゆるリサイクル産業である静脈ビジネスを含めて全
体を示したのがサプライチェーン・マネージメント（図
２）です。人間の体にたとえて、生産から消費までを動脈
ビジネス、消費した後のゴミ処理リサイクルビジネスを
静脈ビジネスとして、秋田県では使用後の携帯電話や家
電製品から希少金属を回収する都市鉱山が期待されてい
ます。この静脈ビジネスの難題が放射性廃棄物の処分問
題です。さて、皆さんの会社はこの図の中でどこに位置し

このコーナーでは、税理士やコンサルタントの方々

が、皆様の現業に参考となるお話をしてくれています

が、今回はちょっと趣向を変えて、これから先のことを

考えてみましょう。
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りだと思いますが、ほとんどの会社が、サプライチェーン・
マネージメントの図の中で、運命的にもっとも利益を圧縮
される加工・製造に位置しているからです。下請け部品製造
といったら分かりやすいかと思いますが、常に価格の圧縮
を要求される仕事分担のところです。では図のどこに陣
取ったら儲かるのでしょうか。ものにより程度は違います
が、いわゆるスマイルカーブとなる両サイド、上流の原材料
生産と下流の販売です。中流の加工・製造は限りなく付加価
値が圧縮されるのです。

だからこれから先を考えたら、いつまでも中流にいたの
では、いつまでたっても儲からないし、低コストで加工・生
産のできる発展途上国に太刀打ちできないことは明白で
す。それが特に電子部品・デバイス製造業の最近の動きに顕
著です。

ドラッカーも指摘しているように、これからは知識社会
対応のいわゆる第三次産業がもっと大きくなります。第一
次産業が総生産でも従業者数でも小さくなったように、第
二次産業の総生産も従業者数も、これからどんどん小さく
なります。ということは製造業の中で淘汰が進み、一人当た
り付加価値額が他社よりも優位な会社だけが生き残るとい
うことです。

いつまでも昔からの仕事を変えずに、ただ客のとめどな
い値下げ要求に応えようとするだけでは、いずれ限界が来
ます。商売の鉄則は、儲けを増やすためにいかに高く売るか
であって、そのために高い価格を認めさせる、差別化と希少
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価値と販売交渉力を持てるかどうかで勝負がつきます。
アスクルという、すぐに文具などを届けてくれる会社を

皆さんも利用されたことがあるかもしれません。もとは文
具製品製造の中流に位置した会社の一部門でした。それが
独立して下流の販売サービス産業に変身して飛躍しまし
た。もしも、現業に自信がなかったり、今の業種そのものの
将来性が期待できないなら、早めに事業転換して製造業そ
のものから抜け出すほうが、将来の儲けは大きくなる可能
性は高い。はやく変化できたものが生き残れるでしょう。　

It is not the strongest of the species that 
survive, nor the most intelligent but the ones most 
responsive to change.
（生き残るのはもっとも強い種ではない。もっとも賢い種

でもない。変化にもっとも敏感に対応する種である。）
チャールズ・ダーウィン「種の起源」より
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